
提出された取引データに基づき、貴社のIM所要額を計算し、効率的なIM閾値に対する 
モニタリングサービスを提供いたします。

2019年3月にBCBS IOSCOより、グループ間でのIM交換閾値
（€50 million）到達以前の契約書及びカストディ設定が 
不要との内容の声明が公表されました。

大手金融機関様におかれましては、各相手先グループとのIM
交換閾値到達までに時間を要さないため、今声明による 
影響は限られます。よって引き続き、IM計算方法・サービス
の選択及びIMマージンコールプロセスの確立を含む各種規
制対応準備を進め、IM CSAの締結やカストディ設定を行う
必要があります。

その他金融機関及びバイサイド様におかれましては、取引数
が少なく、各相手先グループとIM交換閾値到達までに時間
を要するため、今声明によって、IM所要額の計算と閾値に対
するモニタリングにのみ集中する事が可能になると考えられ
ています。

包括的なIM閾値モニタリングソリューション
取引ファイルの連携のみを必要とする簡潔なオンボーディング
によって、TriOptimaは迅速なIM閾値モニタリング開始をサ
ポートいたします。サービス概要は、以下の通りです：

•  貴社よりtriCalculateに取引ファイルを連携していただき、
取引毎感応度を計算

•  規制対象取引に対するIM所要額を相手先毎に計算する
（SIMM若しくは標準表）

•  triCalculateにて計算されたIM所要額をtriResolve Margin
上で相手先毎にモニタリングし、相手先の数値と比較

•  triResolve Margin上にて事前に設定された相手先毎閾値
に基づき、自動警告メールを送信し、IM規制関連設定を 
優先して行うべき相手先の特定をサポート

IM所要額が閾値に達した際には、モニタリングからIMマージ
ンコールプロセスへサービスの切り替えが可能です。

•   IMマージンコール額は自動計算され、MarginSphereを 
介して相手先に通知

•  マージンコール合意結果に基づき、カストディアンへRQVを
自動通知

 

当初証拠金規制
閾値モニタリング 
サービス
IM所要額を計算しモニタリングする事に
よる迅速な規制対応準備
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TriOptima (www.trioptima.com) は、CMEグループの一員です。
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GENERAL
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貴社のIM所要額計算及び 
モニタリング機能を一括提供

従量課金制（規制対象取引及び 
取引先数に応じて課金、 

MarginSphere利用料金込み）

取引ファイルの連携のみで 
サービスご利用開始が可能

オンボーディング、サポート及び 
アップデートにかかる追加費用は無し

モニタリングからマージンコール 
プロセスへのサービス切替時にかかる 

追加費用は無し

自動化されたIM閾値モニタリング
サービスの使用により 

事務負荷の削減をサポート


